
釧路総合振興局記者クラブ配付資料 

報道発表資料の配付日時  令和６年１月１８日（木） １０：００  

発表項目 令和 5 年度（2023 年度）第 1 回タンチョウ越冬分布調査の結果について 

記者レクチ

ャーのお知

らせ 

（実施日時） 

月  日（ ）  時  分 
発表者  

発表場所  

概要 

絶滅危惧種タンチョウの越冬分布・規模の把握等を目的として毎年実施

している本調査について、次のとおり、今年度 1 回目の調査結果をお知ら

せします。 

１ 調査実施日時等 

 
令和 5 年度（2023 年度） 

第 1 回 
令和 4 年度（2022 年度） 

第 1 回（参考） 

調査日時 12 月 5 日（火） 8:50～9:10 12 月 2 日（金） 8:50～9:10 

調査区域 10 振興局 44 市町村 10 振興局 46 市町村 

調査箇所 計 354 地区（407 箇所） 計 362 地区（419 箇所） 

調査協力者 小・中学生など計 334 人 小・中学生など計 406 人 

２ タンチョウ確認羽数 

令和 5 年度
（2023 年度）
第 1 回結果 

合計 1086 羽（成鳥 918、幼鳥 115、不明 16、飼育個体 37）  
うち野生個体 1049 羽（釧路 756、十勝 209、根室 58、胆

振 11、宗谷 8、日高 4、空知 3、石狩 0、留萌 0、ｵﾎｰﾂｸ 0） 

令和 4 年度
（2022 年度）
第 1 回結果 

合計 972 羽（成鳥 818、幼鳥 98、不明 17、飼育個体 39）  
うち野生個体 933 羽（釧路 668、十勝 198、根室 50、日

高 6、胆振 6、空知 3、宗谷 2、石狩 0、後志 0、ｵﾎｰﾂｸ 0） 

３ 今回の調査結果に対する有識者コメント概要 

（有識者 専修大学北海道短期大学 名誉教授 正富宏之） 

・個体数増加に伴い、分布域を広げつつあり、釧路市や鶴居村等の小中学

校の調査参加に加え、他地域においても学校・教育機関・関係者が郷土

の自然理解のための手がかりとして、調査参加を有効利用していただき

たい。 

参考 今年度 2 回目の調査は、令和 6 年１月 24 日（水）に実施する予定です。 

 

報道（取材）

に当たって

のお願い 

第 1 回調査では、地元の小・中学校の児童、生徒をはじめ多くの方々の
御協力をいただいております。また、本調査は、平成 29 年度から北海道と
包括連携協定を締結している日本航空株式会社（JAL）と協働で実施してい
ますので、積極的な報道をお願いします。 

他のクラブ

との関係 

同時配付 

同時レク 

道政記者クラブ及び空知、石狩、胆振、留萌、宗谷、日高、

オホーツク、十勝、根室（総合）振興局記者クラブで配付し

ます。 

 

担当 

（連絡先） 

・環境生活部自然環境局自然環境課 担当：橋本（調査全体） 

TEL：011-204-5203（ダイヤルイン） 公用ｽﾏﾎ：011-585-6102(内線 24768) 

・釧路総合振興局保健環境部環境生活課 担当：笹山、川島（釧路管内） 

TEL：0154-43-9150（ダイヤルイン） 公用ｽﾏﾎ：011-585-6102(内線 15570) 

 



［別添資料］







過去のタンチョウ越冬分布調査の結果
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調査年度

第１回調査（12月上旬）

第２回調査（1月下旬）

初回は33羽
（昭和27年度）

調査回数が年２回に
（平成元年度）

初めての千羽超え
（平成17年度）

最多記録を更新
（令和３年度）

○これまでのタンチョウ羽数の推移（昭和27年度から令和５年度 合計羽数）


